
釧路総合振興局記者クラブ配付資料

報道発表資料の配付日時 令和５年７月２７日（木）１１：００

発 表 項 目 第３回釧路管内ブルーカーボン推進検討協議会の開催について
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■行事の目的

釧路総合振興局では、管内沿海市町、漁協及び研究機関等と連携して、

コンブ等の水産資源の育成と炭素吸収量の確保の両立を図るブルーカー

概 要 ボンの取り組みを推進するため、令和４年９月５日に検討協議会を設立。

この度、市町ごとに、実施する取組の構想を概要プランとして策定す

ることなどの協議を行うため、次のとおり、第３回目の協議会を開催す

るものです。

■行事の概要

１ 日 時 令和５年７月３１日（月）１３時３０分から

２ 場 所 くしろ水産センター ３階 会議室

３ 出席者 別紙「構成員名簿」のとおり

４ 議 題

・推進プロジェクト（概要プラン）の検討について

・ブルーカーボンシンポジウムの開催について

参 考 今回、市町ごとの概要プランを策定することにより、藻場造成等のブ

※発表のポイ ルーカーボンの取組の見える化を図るとともに、全国豊かな海づくり大

ントやねら 会で釧路地域での取組みをパネル展示し、多くの来場者にＰＲを行う。

い、経緯等

報道(取材) 管内の各地域でブルーカーボンへの理解と取り組みが促進されるよう

に当たって 積極的な取材と報道をお願いします。

の お 願 い

他の ｸ ﾗ ﾌ ﾞ 同 時 配 付 （場所）

と の 関 係 同 時 レ ク

担 当 釧路総合振興局産業振興部水産課漁政係長 村 上 寿 一

（連絡先） ＴＥＬ ダイヤルイン ０１５４－４３－９２１１



『釧路管内ブルーカーボン推進検討協議会』設置要領

（目的）

第１条

釧路管内では、令和５年に「第４２回全国豊かな海づくり大会北海道大会」の開催が

予定されており、この大会開催を契機として、地球環境に優しい取り組みを管内一丸と

なって取り組んでいくことが重要である。

また、道では、気候変動問題の解決と豊かで暮らしやすい北海道の創造に向けて、令

和３年３月に第３次となる「北海道地球温暖化対策推進計画」を改定し、森林などの吸

収源を最大限活用することにより『ゼロカーボン北海道』の実現に向けた取り組みを新

たに行っている。

一方、当管内の森林では、これまで進めてきたトドマツやカラマツなどを主体にした

人工林の約６割が成熟期を迎えているほか、林業労働者の担い手不足により、今後、炭

素吸収量の減少が予想されることから、炭素吸収量を確保するため、森林整備による若

返りを図るとともに、新たな吸収源として期待されている“ブルーカーボン”の取り組

み・推進が必要と考える。

そこで、釧路管内全ての沿海市町、漁協、研究機関などが連携し、コンブ等の水産資

源の育成と炭素吸収量の確保の両立を図る“ブルーカーボン”の取り組みを推進するた

め、『釧路管内ブルーカーボン推進検討協議会』（以下、「協議会」という。）を設置する。

（組織）

第２条 協議会の会長は、釧路総合振興局水産課長が担う。

２ 協議会は、別表に掲げる団体の役職員をもって構成する。

（運営）

第３条 協議会は、会長が招集する。

２ 会長に事故があるときは、会長の指名を受けた者がその職務を代行することができる。

３ 協議会の構成員について、代理出席をすることができる。

４ 会長は、必要に応じて構成員以外の者に協議会への出席を求め、その意見等を聞くこ

とができる。

（協議事項）

第４条 協議会で検討協議する事項は、次のとおりとする。

（１）ブルーカーボンの推進に関する事項

・本協議会及び各地域で取り組む内容に関する事項

・国内外の動向や取組事例に係る情報に関する事項

・藻場干潟の把握等に関する事項

・令和４年度以降の推進体制に関する事項

（２）その他目的を達成するために必要な事項

（事務局）

第５条 協議会の事務局は、釧路総合振興局水産課に置く。

（その他）

第６条 この要領に定めるもののほか、協議会の運営等に必要な事項は別に定める。

附則 この要領は、令和４年９月５日から施行する。

附則 令和４年１２月１日一部改正
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別紙

「釧路管内ブルーカーボン推進検討協議会」構成員名簿

所 属 職 名 備 考

白糠町 経済課長

釧路市 水産統括監

釧路町 産業経済課長

厚岸町 水産農政課長

浜中町 水産課長

白糠漁業協同組合 専務理事

釧路市漁業協同組合 参事補

釧路市東部漁業協同組合 参事

昆布森漁業協同組合 専務理事

厚岸漁業協同組合 専務理事

散布漁業協同組合 専務理事

浜中漁業協同組合 専務理事

環境省北海道地方環境事務所釧路自然環境事務所 所長

国土交通省北海道開発局釧路開発建設部 築港課長

北海道ぎょれん釧路支店 支店長

国立研究開発法人水産研究・教育機構 主任研究員 ﾌﾞﾙｰｶｰﾎﾞﾝ担当

水産資源研究所

地方独立行政法人北海道立総合研究機構 調査研究部長

水産研究本部釧路水産試験場

釧路総合振興局建設管理部 治水課長

釧路総合振興局釧路地区水産技術普及指導所 所長

釧路総合振興局産業振興部 水産課長

〃 水産課主幹



事業のコンセプト

第42回全国豊かな海づくり大会
の地元開催を契機に…

出典：北海道ホームページ

地球環境にやさしい取組を推進！

管内の森林は成熟期を迎え、
炭素吸収量の減少が懸念…

出典：歯舞地域コンブ漁場の類似化に関する研究

グリーンカーボンの実施に加え、
ブルーカーボンの取組を推進！

藻場や干潟の整備を推進…

厚岸のコンブ漁(２年目コンブを選択的に漁獲）

漁業経営の安定も図る！

高校生による植林活動

出典：振興局林務課

出典：振興局林務課

釧路管内の豊かな人工林
出典：振興局林務課

森林による炭素吸収量

※森林の3倍の炭素吸収量
自然調和型防波堤（藻場）

※森林の1.3倍の炭素吸収量
アサリ干潟（火散布） コンブ人工礁

※森林の5倍の炭素吸収量
コンブ養殖

※森林の5倍の炭素吸収量

（トロロコンブ、釧路町）

「ほっかいどう企業の森林づくり」
協定調印式

出典：振興局林務課

令和7年度～
・全市町で事業実施
・ブルーカーボンの
取組みを加速！！

令和４年度
・協議会設立
・概略プラン作成
（イメージ図作成）

令和５年度（振興局独自事業）
・協議会および講習会の開催
・豊かな海づくり大会でのPR
・概要プラン作成

令和6年度（振興局独自事業）
・協議会の開催
・マスタープラン作成
（整備構想・炭素吸収量算出）

北海道では、“気候変動問題の解決”と“豊かで暮らしやすい北海道の創造”に向けて、森林等の吸収源を最大限活用することにより、
「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた取り組みを行っています。
一方、釧路管内では、人工林の約６割が成熟期を迎え、炭素吸収量の減少が予想されることから、森林の整備により若返りを図るとともに、

新たな吸収源として期待されているブルーカーボンの取り組み・推進が必要となっています。このため、当管内の全ての沿海市町や漁協及び
研究機関と連携して、コンブ等の水産資源の育成と炭素吸収量の確保の両立を図るブルーカーボンの取り組みを推進していきます。

目的

釧路管内ブルーカーボン推進プロジェクト（概略プラン）

令和４年９月５日
推進検討協議会設立

ブルーカーボンとは、海の生物によ
り取り込まれる炭素量のことです。

大気中のCO2が
海水に溶け込む

枯死後、
流れて深海へ

炭素を大気から長期に
隔離する効果があります

陸側からの
炭素流入

枯死後、海底に埋没

ブルーカーボンによるCO₂吸収の仕組み

海藻がCO2を吸収し成長

ゼロカーボン北海道

グリーンカーボンの推進

ブルーカーボンの推進


